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Ｍ９．０の大地震と巨大津波が襲来した東日本大震災では官庁施設も被害を受けました

巨大津波により、 壊滅的

な被害を受けた官庁施設
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太平洋沿岸の広範囲に発生した巨大津波により、沿岸地域に立地する庁舎は、冠
水し、外壁･窓･内装や建築設備及び外構に至るまで破壊･流失する壊滅的な被害を受
けました。

営繕とうほく２

３．１１ 東北地方太平洋沖地震発生

－ 官庁施設の被害状況 －

『 巨大津波により港や街が壊滅 』 － 沿岸部の施設の被害状況 －

Ｍ９.０の大地震と巨大津波が襲来した東日本大震災により、官庁施設も被害を受けました。
特に沿岸部に立地する庁舎は、巨大津波により浸水し、壊滅的な被害を受けました。
地震発生直後より営繕部では、施設管理者と連携して被災状況の確認と、被災施設の緊急安

全性点検を実施し、庁舎の使用継続の可否判定や、使用上の注意点の助言等を行いました。
現在は、被害を受けた施設の復旧工事に着手し、工事の早期完成を目指し努力しています。

今回の地震による東北管内の官庁施設
の被害は、１４４の施設（８月１５日現
在）におよぶ大規模なものとなりました。

また、福島第１原発事故の影響により、
現在も被害の確認ができない施設もあり
ます。

原発ｴﾘｱのた
め確認できず

石巻港湾合同庁舎



営繕とうほく３

３月１１日の本震では宮城県栗原市で震度７を記録したほか、その後の連続余震の発生に
より、東北各地で震度５･６の大きな地震を繰り返し受けました。

今回の震災では津波被害の他に、内陸部の官庁施設も、外壁のひび割れ・剥落、内外装仕
上げ･設備機器の破損や、外構の舗装や工作物の沈下などの被害がありました。

『 最大震度７の本震と連続余震 の発生』 － 内陸部の施設の被害状況 －



『 安全で円滑な行政サービスの回復を目指して 』 － 被災施設の復旧工事に着手 －

現在、営繕部では、被害を受けた
官庁施設の復旧工事に順次着手して
います。

被災した官庁施設においても、安
全で円滑な行政サービスが提供でき
るように、工事の早期完成を目指し
努力しています。

平成２３年度の『営繕とうほく』の発行について （ お知らせ ）

３月の地震発生直後から営繕部は、震災対応の業務を全力で進めています。
このため、「営繕とうほく」は通年、５月・８月・１０月・１月に発行していますが、震災直後の５月号は発行を見送りしました。
また、次回の発行は、来年１月号を予定しています。

地震発生後、被災した官庁施設について、各省庁からの要請を受けて、営繕部職員が
「官庁施設の緊急安全性点検」を実施し、使用継続の可否の点検と、使用上の注意等の
助言を行いました。

『 二次災害の防止と、被災施設の使用の助言 』 － 緊急安全性点検の実施－

（記事：営繕部計画課）

営繕とうほく４


